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神奈川県教育委員会教育長 殿                                                                               令和５年３月 28 日 

  県立茅ケ崎養護学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 

１年間の 

目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価

（3月 6日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇主体的・対話的で深い学

びを実現する授業実践とそ

のための授業改善を行う。 

〇児童・生徒一人ひとりの

ニーズにあわせた教育を行

う。 

〇カリキュラムマネジメン

トの視点を踏まえ、教育課

程の編成に取組む。 

① 「主体的・対 
話的で深い学び」
の本校の捉えに基
づき、教育活動に
反映させる。 
 
②障害に応じた ICT
機 器 の 活 用 に よ
り、個に応じた教
育内容を充実させ
る。 

① 具体的な視点 
の整理、指導案書
式を用いた学習活
動、授業改善を行
う。 
 
②視線入力装置、
iPad 等の ICT 機器
を活用する。 

① 「主体的・対話 
的で深い学び」の視
点を示し、指導案書
式に反映させ、授業
改善に繋げたか。 

 
②ICT 機器を児童・
生徒の理解促進のた
めに活用できたか。 
 

① 主体的・対話的で 
深い学びを教育活動に
反映させる事につい
て、肯定的評価は 90％
だった。 
② 障害に応じた ICT 
機器の活用で肯定的評
価は 74％だった。 

① 研究で得られ 
た成果を次年度の
授業改善につなげ
る。 
 
② 研修会は継続的 
に進め、実践紹介
の 機 会 を 増 や す
等、ICT 機器の活用
を促進する。 

・「主体的・対話
的で深い学び」は
個別最適化の学び
へと変化してい
る。 
・iPad が 3 人に 1
台は残念である。 
・一人１台あって
もどう活用するか
が重要である。 

① 主体的・対話的で深 
い学びの研究は、各学部
で取組み、教育活動に反
映させる事ができた。 
② 視線入力プロジェク 
トを発足させ、肢体部門
で視線入力装置を使った
学習が行われた。ICTの活
用へのニーズは大きく、
個に応じた取組を充実さ
せる必要がある。 

① 2 年間の研究は終了 
し、新たな視点で、研
究をスタートさせる。 
②視線入力の取組は、
肢体部門中心に他の部
門でも応用した取組を
進める。iPad の利用で
は、より授業で活用で
きるよう研修を進め
る。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

〇きめ細やかな児童・生徒

指導・支援の充実を図る。 

 

〇教育活動全体で人権の視

点に立った学校づくりに取

組む。 

①障害に応じた通
学支援を充実させ
る。 
 
 
②障害特性に応じ
た専門性の高い指
導を行い、人権を
尊重した指導や支
援を行う。 

①医療的ケアを必
要とする児童・生
徒のスクールバス
等の通学支援を行
う。 
②専門性を高める
ための研修を設定
する。さん付け呼
称に取り組む。 

①障害に応じた通学
支援が行えたか。 
 
 
 
②障害理解のための
研修会で専門性の向
上がみられたか。さ
ん付け呼称を推進で
きたか。 

① 児童生徒に応じた 
通学支援で肯定的評価
は 90％だった。 
② さん付け呼称で 
は、肯定的評価は 99％
だった。障害特性に応
じた専門性のある指導
で肯定的評価は 90％だ
った。 

① 医療的ケア児通 
学支援にさらに多
くの事業所と連携
を図る。 
 
②専門性向上のた
めの研修は継続的
に設定する。 

・専門性の向上と
人権はつながりが
ある。専門性がな
いとパワーによる
指導が起きてく
る。 
・スクールバスに
医療的ケアが必要
な時、看護師が対
応となったのはと
てもよい。 

① 医療的ケア時通学支 
援では、福祉車両の利用
について大きく前進し
た。 
② さん付け呼称や人権 
に配慮した指導では、職
員、保護者ともに高い評
価だった。職員間で注意
し合える関係性の構築は
課題である。 

① 医療的ケア児通学 
支援は事業所との連携
をさらに進める。 
② 指導に関する意見を 
言い合える職場環境構
築のため、その日の振
り返りミーティングの
設定や対応に関するこ
とを定期的に学年会の
議題に入れるなどを行
う。 

３ 進路指導・支援 

〇本人のニーズや適性に応

じた、自己選択・自己決定

のための継続した指導・支

援に取組む。 

〇児童・生徒の自立と社会

参加に向けた主体的な取組

を支援する。 

①コロナ禍におけ
る、進路選択のた
めの情報発信を充
実させる。 
②児童・生徒一人
ひとりの自立・社
会参加に向けた学
習を充実させる。 

①事業所説明会の
実施方法、進路冊
子の情報掲載方法
を工夫する。 
②人とかかわる活
動、人に貢献する
活動を実施する。
高等部では成人に
関する学習を取り
入れる。 

①事業所説明会等の
情報発信の仕方に、
コロナ禍を踏まえた
工夫を取り入れた
か。 
②発達段階や障害に
応じた自立・社会参
加の活動に取り組め
たか。 

① コロナ禍における 
工夫した情報発信にお
いて、肯定的評価は
86％だった。 
② 自立と社会参加に 
ついて肯定的評価 92％
だった。 

① 保護者に対する 
お知らせや使いや
すい進路冊子の検
討を重ねる。 
②地域に出て人と
関わることはコロ
ナ禍の影響から活
動が制限された。
今後活動を充実さ
せる。 

・特例子会社でパ
ソコンや英語の学
習に取組んでい
る。学校でも取組
んでほしい。 
・地域で生徒参加
のイベント企画を
している。裾野を
広げたい。 

① 進路に関するお知ら 
せ、進路だよりでの情報
発信、進路冊子に QR コー
ドの記載、事業所 MAP の
見やすさの工夫等に取組
んだ。 
②学校生活の中では自己
選択自己決定を大切に取
組んだ。高等部は、18 歳
成人を意識し、消費者教
育「契約」等の学習に取
組んだ。 

① 事業所説明会の開 
催方法の見直しの中
に、行政との連携の視
点を入れる。 
 
② 学部や学年の状況に 
応じて、地域に出る活
動や地域に貢献する活
動の機会を増やす。 

４ 地域等との協働 

〇学校と地域の双方で連

携・協働するための組織

的・継続的な仕組みを構築

する。 

〇地域における特別支援教

育のセンター的機能として

の取組を推進し、共生社会

の実現に向け取組む。 

①地域と連携した
防災システムを構
築する。地域連携
業 務 の 整 理 を 行
う。 
②地域のニーズを
把握して、ニーズ
に基づいた地域支
援を行う。 

①地域や企業と連
携した防災イベン
ト等に取り組む。
地域連携業務は、
学部と協働した取
り組みを行う。 
②学校コンサルテ
ーションの見直し
を行う。 

①地域や企業と連携
し、防災システムを
構築できたか。地域
連携業務の整理精選
ができたか。 
②学校コンサルテー
ションの見直しを進
め、有意義な学校支
援を行えたか。 

① 地域と連携した防 
災の取り組みでは、肯
定的評価価は 90％だっ
た。 

 
② 地域学校のニーズ 
を理解した支援では、
肯定的評価は 84％だっ
た。 

① 発災時の活動の 
整理を行うこと、
地域イベントへの
参加を業務として
取り組む。 
②学校や教員のニ
ー ズ に 応 え る た
め、学校コンサル
テーションと巡回
相談を分けずに実
施する。 

・地域小学校でセ
ンター的機能を活
用させてもらって
いる。 
・市の防災課とし
て養護学校と多く
の連携をしてきが
さらに進めていき
たい。 

① 防災プロジェクトの 
発足で、災害時を想定し
た取組の数々を進めるこ
とができた。 
②学校コンサルテーショ
ンと見学研修を分けて学
校や教員ニーズに応える
ようにした。 
 

① 地域と連携した防 
災の取組は、プロジェ
クトを中心に今後も進
める。地域連携チーム
は共生社会推進チーム
として専任を配置し強
化を図る。②巡回相談
と学校コンサルテーシ
ョンを分けず、学校コ
ンサルの視点を入れた
巡回相談とする。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇地域と一体となった安全

で安心な学校づくりに取組

む。 

〇教員が子どもたちと向き

合う時間を確保するため

に、教員の働き方改革を推

進する。 

①安全に対するル
ールの見直しを進
める。 
②わかりやすく、
使いやすい教育環
境・職場環境を構
築する。 

①感染症対応や緊
急時の対応マニュ
アルを各チームで
見直す。 
②校内施設の整理
構造化、ICT 化、グ
ループ業務の精選
を行う。 

①状況に応じた基準
やマニュアルの整理
が行えたか。 
②校内の整理や構造
化、ICT 化を進める
ことができたか。 

① 安全に対するルー 
ルの見直しでは肯定的
評価 93％だった。 
② 業務の見直しでは 
肯定的評価 80％だっ
た。校内施設の整理で
は肯定的評価は 77％だ
った。 

①感染症対策の基
準見直しは今後も
随時行う。 
② 業務の見直しス 
リム化する。校内
の教材整と施設を
使いやすく構造化
を進める。 

・学校が努力して
いることがよくわ
かる。達成にこだ
わることなく努力
を続けていくこと
でよいのではない
か。 
 

①保健関係マニュアル、
給食関係マニュアルを見
直し簡略化を行った。 
②職員用消耗品棚の設
置、学部倉庫の整理活
用、会議室前掲示板の設
置活用、訪問の部屋設置
等をおこなった。 

① 各グループが所掌 
するマニュアルの見直
しを進める。 
② 学校評価運営会議で 
各チームの業務スリム
化目標を示し、中間と
年間の２回、結果報告
する。 



 

 


